
～新規就農者を紹介します～
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作
放
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農
業
委
員
会
で
は
、田
植
え
前
の
４
月
、

病
害
虫
発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛

散
す
る
10
月
を
「
耕
起
月
間
」
と
定
め
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
農
地
は
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
、
適
正
な
管
理
を
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　今回は赤羽根町の山下明
あ か り

里さ
んを紹介します。
　山下さんは平成31年1月に母方
の祖父母の農業を受け継いで就農
しました。約2.8haの畑でキャベツ
やブロッコリーの他、カリフローレ、
ビーツといったちょっと珍しい野菜
も栽培しています。仕事は主にお母
さんと行っているそうです。
　カリフローレやビーツは、主に百

貨店や道の駅などで販売しています。販路は広く、東京を中心に
北海道から沖縄まであるそうです。これらの野菜の需要はますま
す増えてきていることから、今後は作付面積をもっと広げていきた
いとのことでした。
　農業のやりがいは、例えばカリフローレでは大きな花の固まりを
こぶし大ぐらいの大きさにきれいに切り揃えることで商品価値が
上がるなど、自分の技術や努力が評価されることがうれしいと、
充実した笑顔で話してくれました。

申請・届出など 締切日

農地法第３条許可申請
毎月５日

（閉庁日の場合は翌平日）農地法第４条許可申請

農地法第５条許可申請

農地法第４条届出
（市街化区域内の転用） 随時農地法第５条届出
（市街化区域内の転用）
農業経営基盤強化促進法
による農地の売買・賃借

毎月 25 日
（閉庁日の場合は翌平日）
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